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●スライドプレゼンテーション
「水を巡る旅」（がばいあこ）

☆はじめに

水は人間が生きる源であるということを感じさせる。大きな循環の規模の中で、水がいろいろな形に変わって、地球を回って、生き物を養っている。生命の永続可能性の基本でもある。生命は永続性を目指すもの。生命よりも前に存在していた水というものを、いかに生命の中に位置づけていって、そしてその生命が永らえていくためにどのように利用していくか―。水は人間のさまざまな基準にもなっている。

☆水の姿と役割

①上高地　梓川：足を入れて５秒ともたないくらい冷たくて痛い。こんなところに生物がいるとは思えないが、大きな魚が泳いでいるのが不思議。

→水はただのH₂Oではなく、もっと大切な役割を、命にたいして果たしているのではないか。

②静岡県富士宮市　白糸の滝「力水」：旅人の喉をうるおす、山の湧水につけられた名前。
→水があるおかげで人間はあちこちに行くことができた。
③フィリピン　湖：湖に浮かぶヨット

→人類史上初めての乗り物がヨットではないか。風の力だけで、あるいは人間がこぐだけで水の上を移動できる。日本人は海を渡って、アフリカからインド洋を横切って、島を渡って南から来たといわれる。水は人間が世界に広まっていくという重要な役割も担っている。

④カナダ　バンクーバー：世界一海岸線の多い都市

→人間の生活・文化は水の近くで育まれてきた。現在の都市と言われるところはだいたい水が豊かなところ。江戸・大阪も、かつてはとても水が豊かな場所だった。バンクーバーは世界一、海岸線の広い都市と言われている。海岸は全て歩けるウォーターフロントで、人間と水が親しむことができる。

⑤アメリカ　イサカの滝：水が豊かで多様な地形。アメリカの中で精神的な場所として位置づけられている。
→水がいろいろな形で流れていくところは、人間が新しい文化を生み出していく場所となっていくのではないか。水の作る地形の多様さは、人間が互いに協力しながら新しいものを受け入れる気持ちを与えてくれる。滝（水）には浄化という働きもあるのでは。

⑥ＰＣＣＪの目の前の川：最も増水した時
→大量の水というのは恐怖を感じさせる。人間の力ではとてもあがらえない。水の持つエネルギーのすさまじさ。

⑦静岡県三島市　川：富士山から豊かな水が流れている場所。親水空間であり、日本の中でも精神的な場所として数えられている。
→清らかな水は人を和ませる場所を作りだす。

⑧長野県　穂高連峰：夏でも雪が残っていて、少しづつ溶けていく。一年間を通じてゆっくりと川が流れていく。

→水がゆっくり流れていく環境を作り出している。

⑨上高地　梓川の湧水：４℃くらいの水だが、湧水があるところには必ず水草が生えている。

→水がさまざまな場所に恵みを与えてくれているが、自然が作り出した生命が育まれる水の循環システムを、現在人間の手で壊している。

⑩オーストラリアの奇跡の島　フレーザー島：周りが海に囲まれていて、標高が一番高いところで１５ｍだが、原生林が生い茂っていて、一年中、豊かな真水が湧き出している。あちこちに湖もあって、水が枯れることがない。
→土があまりなく、砂の上に巨木が立っている島で、雨が多いわけではないのになぜ水が豊かなのかということは、まだよくわかっていない。
⑪ニューヨーク　クリスティーガーデン：コミュニティガーデンに池が作られていて、亀が住んでいる。

→水場というものはあらゆる生き物にとって大切である。庭作りをやる時に、一番先にやることは池づくりである。池が１個あるだけで、そこの生態系が大きく変わる。水の中で生きるいろいろな生き物が必ずやってくるので、そこにめだかや金魚を放しておくと、餌を与えなくても２～３年は生きている。水があることでそこに生き物が寄ってきて、水に栄養分が溶け込み、生態系が出来上がってくる。

⑫排水の浄化設備：一番簡単な排水設備。一番下に防水シートを敷き、多孔質な砂利を敷き詰めて、そこに排水を流しこむ。微生物が有機物を分解した後、日光により蒸発していくので、地下を汚染しない仕組みになっている。

⑬温水シャワー：黒いビニール製の水タンクが日光で温められて、そのまま温水シャワーとして利用できる。

⑭植物を使った水の浄化設備（バイオジオフィルター）：水タンクの中にくわずいもの根っこが張っていて、そのタンクが５個くらい並び、段階的に水を浄化していく仕組み。

⑮合鴨農法：生まれて３～４日目の合鴨を水田に放し、合鴨が雑草を食べて糞をするので肥料になる。稲と共に合鴨も成長していく。

☆おわりに

水には人間が知らないような力・資質がある。力を持ったままの水というものを、私たちは次の世代へ伝えていかなければならない。水は力のない水（水道水など）もある。力水を守っていくということも、永続可能性を考えるのであれば、大きな役割ではないか―。

日本は上流・中流・下流があり、滝も多いので、水がきれいである。恵まれた水を汚さずに、きれいに保っていくために知恵を出し合っていくことが大切である。

